
〔国際会議発表〕

発 表 研 究者 和歌山大学大学院 システム工学研究科 博士後期課程 信川 輝吉 2042114

参 加 会 議 International Symposium on Optical Memory 2014

出 張 期 間 2014 年 10 月 19 日〜10 月 24 日

開 催 場 所 新竹市 台湾

発 表 論 文 Shift multiplexing with uncorrelated computer-generated reference patterns in coaxial

holographic storage

コアキシャルホログラフィックメモリにおける相関のない計算機生成参照光パターンを用い

たシフト多重記録

概 要：

本国際会議に参加する目的は，ホログラフィックメモリの大容量化手法を発表し，その研究内容に関して
他の研究グループの研究者と議論をおこなうことである。本国際会議では，光メモリ分野で活躍する企業や
大学の研究者が一堂に会しているため，ホログラフィックメモリや光メモリに関して活発に議論を交わすこ
とができる。また，他の研究グループの最先端の研究動向・成果を知ることができ，今後，申請者の研究を
進展する上で有意義な情報を収集できる格好の機会でもある。

本国際会議に参加して得られた成果は，光メモリ分野の研究者に申請者の研究成果を広めることができた
ことである。研究発表を通して，ホログラフィックメモリの大容量化を実現する一手法として，計算機合成
ホログラムの応用が有用であることを示した。発表終了後にも，複数の研究者と議論を交わすことができ有
用なコメントや情報を得ることができた。本研究発表でBest Student Paper Award を受賞することができた。
初めての口頭による英語の発表であったが，光メモリ分野の権威ある本国際会議で受賞できたことは大変光
栄であり，自信にもなった。
また，他の研究グループの研究成果を聴講し，今後の研究のための知見を得ることができた。本国際会議

では，光メモリ技術だけでなく，ディジタルホログラフィ，分光イメージング，コンピューテイショナル
フォトグラフィ，高速イメージングなど，イメージング技術に関するセッションや，光メモリ技術をバイオ
分野に応用する講演が行われ，興味深く，刺激的な研究発表を多く聴講できた。

本国際会議に参加して得たものは多く，より一層，研究に邁進したいと気持ちを新たにした。今回，本国
際会議に参加するためのご支援を頂いたことに心より感謝いたします。

〔国際会議発表〕

発 表 研 究者 東京工業大学大学院 理工学研究科 博士課程 原田 祐希 2042115

参 加 会 議 IEEE SENSORS 2014

出 張 期 間 2014 年 11 月 1 日〜11 月 7 日

開 催 場 所 Valencia, Spain (バレンシア スペイン)

発 表 論 文 Response prediction of an insectʼs ORN by using parameters of odorant and SOM

自己組織化写像と香気物質の構造パラメータを用いた嗅覚受容神経細胞の応答予測

概 要：

嗅覚は五感の中で最も機構の解明が遅れている感覚であったが，現在，ヒューマン嗅覚インターフェース
の開発の機運が高まっている。

本研究室は，昆虫由来の嗅覚受容体を導入したバイオセンサの研究に着手しており，本発表の受容体の応
答予測は，より生体に近い特性を実現するバイオセンサの設計において必要である。

IEEE Sensors は国際学会の中でも，電気系またはセンサ系の権威のある研究者が多く参加する学会である。
本研究の手法はまだ洗練された手法といえる状況ではないが，「生体の嗅覚情報の最前段である，嗅覚受容体
による香気への応答の予測」というテーマに興味を持ってもらい，「香気物質の分子構造を市販ソフトウェア
によりパラメータ化したうえで機械学習を利用する」手法の可能性を感じてもらえたと思う。
自分の生物・化学・香りの知識のバックグラウンド，そして最新の情報工学の技術を駆使し，今後も研究
を発展させることが求められているように感じた。

学会終了後には機械学習の研究分野で権威を持つ先生の研究室も訪問することができた。現在非線形な予
測手法として SOMを採用しているが，より高度なニューラルネットワークや多層パーセプトロンにおける
バックプロパゲーションの利用についてアドバイス下さるなど，本研究における今後の目標や研究に関する
見通しなどについて意見を頂くことができ，良かったと思う。
私個人としても，生体の嗅覚の最前段の情報化の解析，バイオセンサの設計への貢献という目標がより明

確になった。本研究を今後も学際的に検討を進めることで，人間と機械の調和に寄与するような嗅覚イン
ターフェースの技術確立を目指したい。
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